













2-1-2-1．［safe A, safe B］
表題のタイプの具体例は，以下のとおりである。
（1） a. Safe bind, safe find.（しっかり縛れば，きっと見つかる）




（2） a. CONJ ［（ SAFE  ［ BIND （x, y）］）， （ SAFE  ［ FIND （x, y）］ 
  b. CONJ ［（ LITTLE  ［ SOW （x, y）］）， （ LITTLE ［ MOW （x, y）］ 
（1）は，頭韻と脚韻の両方が踏まれた，技巧的双子構文である。
2-1-2-2．［still A, still B］
次の事例も，このタイプに属すると思われる。
（3） a. The more you have, the more you desire.
 b. Sill achieving, still pursuing. （LOD）







（4） a. CONJ ［（ THE-ER ［ HAVE （ you , y）］），（ THE-ER  ［ DESIRE （ you , y）］）］









2-1-3-1．［the A-er, the B-er］
表題の形式は，以下の例が対応する。




（6） CONJ ［（ THE-ER ［ SOON （x）］），（ THE-ER ［ GOOD （x）］）］
このタイプは，以下のように，極めて多くの＜変異形＞を有する。
（7） a. The more, the merrier. （大勢になるほど陽気になる）
 b. The longer, the worse.（時が経つほど悪くなる）
 c. The deeper, the sweeter.（深ければ深いほど甘い）
2-1-3-2．［the more A, the more B］
表題のタイプは，前項の類例である。
（8） a. The more noble, the more humble.（偉い人ほど高ぶらない）
 b. The more careless, the more modish.（気取らないほど格好いい）
これらの＜変要素＞は，moreの添加によって迂言的比較級を形成する形容
詞である。（8a）の＜意味構造＞は，以下のように規定することができる。











2-2-1-1．［no A, no B］
夥しい事例が，表題のタイプに属する。次の資料を観察しよう。
（10） a. No pain, no gain. （苦労をしないと利益は得られない）
 b. No root, no fruit. （根がなければ果実はならない）
＜述語論理＞に従えば，（10a）は「もし x（＝苦労）がないならば，y（＝利益）
もない」と表現できる。その＜意味構造＞は，以下のように表示できる。
（11） CONJ （［ NO （ pain ）］，［ NO （ gain ）］）
　このタイプは，以下のように，多彩な＜変異形＞を有する。
（12） a. No mill, no meal.（碾臼がなければ粉は得られない）
 b. No pipe, no pudding.（笛を吹かなければプディングは貰えない）
 c. No song, no supper. （歌を歌わなければ夕食にありつけない）





2-2-1-2．［many A, many B］
表題のタイプの具体例は，以下のとおりである。
（13） Many women, many words. （女が多ければ言葉は多い）
（13）は「もし x（＝女）が多いならば，y（＝言葉）も多い」と表現できる。
この＜意味構造＞は，次のように規定される。
（14） CONJ （［ MANY （ x ）］, ［ MANY （ y ）］）
（14）における xと yとの関係に着目しよう。yはｘから生産されたものを
表す。したがって，CONJは，単に 2つの命題の条件・結果だけでなく，生
産者と生産物との関係をも表す。many women make many wordsという形
式も存在することが，この関係を裏付ける。この＜格言＞も，＜変異形＞が
多い。
（15） a. Many lords, many laws. （多くの君主に多くの法律）
 b. Many dishes, many diseases.（大食は多病の元）




2-2-1-3．［much A, much B］
前項で観察したmanyは，複数可算名詞の＜変要素＞を伴う。一方，この
項でのmuchは，不可算名詞の＜変要素＞を伴う。
（16） a. Much coin, much care.（金が多ければ気苦労も多い）
 b. Much science, much sorrow.（学識が多いと悲しみも大きい）
＜述語論理＞に依拠すると，（16）は「もし xが多いならば，yも多い」と
表現できる。両者の＜意味構造＞は，次のように規定される。
（17） CONJ （［ MUCH （ x ）］，［ MUCH （ y ）］）
前項と等しく，（16）においては，頭韻が踏まれている。




（18） a. Such （a） father, such （a） son.（この親にしてこの子あり）
 b. Such captain, such retinue. （この隊長にしてこの従者あり）
＜変要素＞の位置に，人間以外の名詞が来る場合もある。さらに，可算名詞
の＜定要素＞に不定冠詞が付く場合と付かない場合がある。
（19） a. Such a life, such a death.（死にざまは生き方に相応する）
 b. Such （a） welcome, such （a） farewell.（送別は歓迎に相応する）
 c. Such （a） beginning, such （an） end.（始めが始めなら終わりも終わり）
これらは，一様に，次のように定式化できる。
（20） CONJ （［ SUCH （ x ）］，［ SUCH （ y ）］）
（18, 19）は，2つの＜変要素＞が意味の面で修辞的である。それらは因果関
係だけでなく，反義関係を結んでいる。
2-2-1-5．［another A, another B］
表題のタイプに属する表現は膨大にある。（21）は単数名詞，（22）は複数
名詞が＜変要素＞の位置に生起する事例である。
（21） a. Another day, another dollar.（日数が増えれば収入も増える） 
 b. A great city, a great solitude. （大都市は大いなる寂寥である）
 c. Good hand, good hire. （良い腕に良い給料）
（22） a. Other times, other manners. （時代が違えば風習も違う）
 b. New lords, new laws. （領主が変わると法律も変わる）
69　双子構文の構造と意味（その 3）
 c. So many countries, so many customs. （所変われば品変わる） 
これらの＜意味構造＞は，（21c）に代表させよう。
（23） CONJ （［ GOOD （ hand ）］，［ GOOD （ hire ）］）   
2-2-1-6. ［the more A, the more B］
　表題のタイプに属するのは，以下の事例である。
（24） a. The more danger, the more honour.（危険が大きければ名誉も大きい）





（25） CONJ ［（ TH-ER ［ MANY （ laws ）］），（ TH-ER ［ MANY （ offenders ）］）］
＜定要素＞が the more以外の事例は，以下のとおりである。
（26） a.  The better （the） day, the better （the） deed.（もっと良い日にはもっ
と良いことをしたことになる）
 b.  The fewer his years, the fewer his tears.（若者であるほど流す涙は少
ない）
2-2-1-7．［often to A, often to B］
次の資料は，これまでの事例と比較すると形式的に複雑であり，＜定要素＞
が副詞，＜変要素＞が前置詞句で表現されている。












2-2-2-1．［past A, past B］
PASTは，winter is pastの場合，「～が過ぎる」を意味する＜単項述語＞
として機能する。一方，my house is just past the post officeの場合，「～が（時
間的・空間的・能力的に）～を超える」を意味する＜ 2項述語＞である。こ
れら 2種類の pastが関与する＜格言＞が，以下の事例である。
（29） a. Past cure, past care.（薬がないなら気苦労も無用）




（30） a. CONJ （［ PAST  （ cure ）］，［ PAST  （ care ）］）
 b. CONJ （［ PAST  （x,  shame ）］，［ PAST  （x,  grace ）］）
2-2-2-2．［over A, over B］
Over は，she is excited/ she is overexcited において，＜命題＞を＜項＞
にとる＜単項述語＞として機能し，形容詞の「過剰」を表す。一方，my 
house is just over the hillにおいて＜ 2項述語＞として機能し，「～が～の向
こう側にある」を意味する。以下の例では，＜定要素＞の位置にこれら 2種
類の overが生起する。
（31） a. Over shoes, over boots.（短靴が濡れたら長靴が没するまで）








（32） a. CONJ （［ OVER （x,  shoes ）］，［ OVER （x,  boots ）］）









（33） a. Far from city, far from health. （都市から離れれば健康維持は難しい）
 b. Full of courtesy, full of craft. （馬鹿丁寧に企みが多い） 
 c. Out of sight, out of mind.（去る者日々に疎し）
 d. In for a penny, in for a pound.（乗り掛かった舟） 






（34） a. CONJ （［ FAR （x,  from   city ）］，［ FAR （x,  from   health ）］）
 b. CONJ （［ FULL （x,  of   courtesy ）］，［ FULL （x,  of   craft ）］）  
 c. CONJ （［ OUT （x,  of   sight ）］，［ OUT （x,  of   mind ）］）
 d. CONJ （［ IN （x,  for   penny ）］，［ IN （x,  for   pound ）］）






2-2-3-1．［garbage in, garbage out］




（35） a. Garbage in, garbage out.（ガラクタを入れるとガラクタが出てくる）





ラクタ）を z（＝パソコン）に入れたなら，ｘは yを zから得る」と解釈した





（36） a. CONJ （［PUT （x,  garbage ,  in  z），［GET （x,  garbage ,  out  of z）］）








（37） a.  Nothing venture, nothing have （or win or gain）． （何の危険も侵さな
ければ，何も得ることはできない）





（38） a. CONJ （［ VENTURE （x.  nothing ）］，［ HAVE （x,  nothing ）］）  








（39） a. Harm watch, harm catch.（禍に目を向けると禍に遭う）
 b. Harm set, harm get. （禍を仕掛けると禍に遭う）
＜述語論理＞に従えば，（39a）は「もし x（＝不特定の人間）がｙ（＝災禍）
を凝視すれば，xは yに遭遇する」，（39b）は「もし xが yを企めば，xは y
を被る」と表現できる。それぞれの＜意味構造＞は，以下のように表示できる。
（40） a. CONJ （［ WATCH （x,  harm ）］, ［ CATCH （x,  harm ）］）
 b. CONJ （［ SET （x,  harm ）］, ［ GET （x,  harm ）］）
　これまで考察した双子構文では，おしなべて，＜意味構造＞の語順は＜表
層構造＞の語順に対応した。しかし，2-2-4-1. および 2-2-4-2で示した構文では，
＜意味構造＞の語順は＜表層構造＞の語順と対応しない。この点については，
この論文の続編で考察する。
